
佐呂間別川広域河川改修工事
(仁倉川工区)(仮橋リース契約)

北海道 網走建設管理部事業者名

図面番号縮 尺

会社名

作成年月日

図面名

工事名

発注者用

5
株式会社 シビテック

図示

仮橋一般図

令和 5 年 3 月１

連節ブロック

WL=18.47（2022.11.09 10:35）
φ900

連節ブロック EL=18.71
EL=18.45

6
0
0

施工時水位 EL = 1 9 . 4 0

1 . 3 7 5 % 2 . 3 6 4 %

DL=15.00

B - 1号孔

GH = 2 1 . 3 2 m
d e p = 1 1 . 0 0 m

Ｎ値
0 1 02 03 04 05 0

1 6

3

1 3

1 4

2 3

2 0

1 8

3 5

5 0 / 2 7

5 0 / 1 9

5 0 / 1 0

0 . 0 0

2 . 5 0

3 . 3 0

8 . 0 0

8 . 5 0

1 1 . 0 0

S P 3 9 7 6 . 0 R - 0 . 7

Ag1

Ag2

Cu-w

Cu

N = 6 c=0 Eo=1,464（校内水平載荷試験より）
γt=18 φ=30° αEo=5,800

N =16 c=0 Eo=11,200
γt=19 φ=36° αEo=44,800

N =35 c=0 Eo=24,500
γt=18 φ=38° αEo=98,000

N =75 c=62
γt=19 φ=38° αEo=209,166(岩盤式より)

KA 1 K A 2

12000

500 5500 5500 500

2
0
8

4
0
0

3
0
0

1
0
5
0
0

11400300 300

1
6

▽ 2 0 . 6 0 8

▽19 . 7 0 0

L
=
1
0
5
0
0

L
=
1
0
5
0
0

1
2
0
0

K A 1 K A 2

12x1000=12000

500 5500 5500 500

2
x
2
0
0
0
=
4
0
0
0

300 11400 300
φ900

V600

連
節
ブ
ロ
ッ
ク

4
0
0
0

1:1.5
1:
1.
5

2x2000=4000

2
0
8

4
0
0

3
0
0

1
6

1
0
5
0
0

主桁 H 4 0 0 x 4 0 0 x 1 3 x 2 1

▽2 0. 6 0 8

▽1 9. 7 0 0

受桁 H3 0 0 x 3 0 0 x 1 0 x 1 5

支持杭 H30 0 x 3 0 0 x 1 0 x 1 5

1000

1000

1000

1000

2000 2000

覆工板 MD ( M ) - 1 . 0 x 2 . 0 (落込み式)

土留鋼矢板 SP -3型

フラットバー,ゴムパット,セーフティキャップ
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【施工時注意事項】

１）土留鋼矢板施工時は、覆工板及び主桁本体（上部工）には溶接をしない事。

（溶接作業等の熱を与える作業をした場合は、覆工板・主桁本体（上部工）がスクラップとなります。）

２）土留鋼矢板施工時に仮付溶接する場合は、倒れ防止材（Ｌ１００Ｘ１００Ｘ１０）を使用する事。

倒れ防止材は、土留鋼矢板と保護材及びスチフナーと仮付溶接する。

（土留鋼矢板のセクション部に溶接した場合は、鋼矢板がスクラップとなります。）

３）鋼矢板背面土の流出が無い様、確実に埋戻しを行う事。
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【施工時注意事項】

１）土留鋼矢板施工時は、覆工板及び主桁本体（上部工）には溶接をしない事。

（溶接作業等の熱を与える作業をした場合は、覆工板・主桁本体（上部工）がスクラップとなります。）

２）土留鋼矢板施工時に仮付溶接する場合は、倒れ防止材（Ｌ１００Ｘ１００Ｘ１０）を使用する事。

倒れ防止材は、土留鋼矢板と保護材及びスチフナーと仮付溶接する。

（土留鋼矢板のセクション部に溶接した場合は、鋼矢板がスクラップとなります。）

３）鋼矢板背面土の流出が無い様、確実に埋戻しを行う事。

仮橋上部工詳細図（1/3）

主桁・対傾構 配置図 S=1:40

対傾構取付詳細図 S=1:20

株式会社 シビテック

図示

仮橋上部工詳細図(1 /3 )

令和 5 年 3 月２
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【施工時注意事項】

１）土留鋼矢板施工時は、覆工板及び主桁本体（上部工）には溶接をしない事。

（溶接作業等の熱を与える作業をした場合は、覆工板・主桁本体（上部工）がスクラップとなります。）

２）土留鋼矢板施工時に仮付溶接する場合は、倒れ防止材（Ｌ１００Ｘ１００Ｘ１０）を使用する事。

倒れ防止材は、土留鋼矢板と保護材及びスチフナーと仮付溶接する。

（土留鋼矢板のセクション部に溶接した場合は、鋼矢板がスクラップとなります。）

３）鋼矢板背面土の流出が無い様、確実に埋戻しを行う事。
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仮橋上部工詳細図（2/3）

地覆・覆工板・防護柵支柱 配置図 S=1:40

株式会社 シビテック

図示

仮橋上部工詳細図(2 /3 )

令和 5 年 3 月３
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【施工時注意事項】

１）土留鋼矢板施工時は、覆工板及び主桁本体（上部工）には溶接をしない事。

（溶接作業等の熱を与える作業をした場合は、覆工板・主桁本体（上部工）がスクラップとなります。）

２）土留鋼矢板施工時に仮付溶接する場合は、倒れ防止材（Ｌ１００Ｘ１００Ｘ１０）を使用する事。

倒れ防止材は、土留鋼矢板と保護材及びスチフナーと仮付溶接する。

（土留鋼矢板のセクション部に溶接した場合は、鋼矢板がスクラップとなります。）

３）鋼矢板背面土の流出が無い様、確実に埋戻しを行う事。
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仮橋上部工詳細図（3/3）

袖ビーム取合図 S=1:20 防護柵組立図 S=1:20

防護柵当板取付図 S=1:10 地覆・防護柵上越材取付図 S=1:20

株式会社 シビテック

図示

仮橋上部工詳細図(その3)

令和 5 年 3 月４
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令和 5 年 3 月５
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【施工時注意事項】

１）土留鋼矢板施工時は、覆工板及び主桁本体（上部工）には溶接をしない事。

（溶接作業等の熱を与える作業をした場合は、覆工板・主桁本体（上部工）がスクラップとなります。）

２）土留鋼矢板施工時に仮付溶接する場合は、倒れ防止材（Ｌ１００Ｘ１００Ｘ１０）を使用する事。

倒れ防止材は、土留鋼矢板と保護材及びスチフナーと仮付溶接する。

（土留鋼矢板のセクション部に溶接した場合は、鋼矢板がスクラップとなります。）

３）鋼矢板背面土の流出が無い様、確実に埋戻しを行う事。
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仮橋下部工詳細図

側 面 図 S=1:40 断 面 図 S=1:40

1 - 1

断 面 図 S=1:40

2 - 2

平 面 図 S=1:40

※（ ）内の寸法はKA2側を示す

※（ ）内の寸法はKA2側を示す


